
行 政市内の交通事故発生状況 1月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人身事故 50件（+8） ▼死者 0人（±0）

▼負傷者 64件（+５） ▼物損事故 105件（－６）

大
村
市
表
彰

■
市
民
課（
内
線
1
0
1
）

■
建
築
住
宅
課（
内
線
4
4
0
）

■
人
事
課（
内
線
2
7
2
）

証
明
書
自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
広
報
企
画
番
組
を
放
映
し
ま
す
　
3
月
26
日
㈭
〜
28
日
㈯

　
証
明
書
自
動
交
付
機
を
利
用
さ
れ
る
と
、住
民
票
な
ど
の
証
明
書

（
住
民
票
の
写
し・
印
鑑
証
明
・
記
載
事
項
証
明
・
税
証
明
の
4
種
類
）

が
、申
請
書
を
提
出
せ
ず
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
利
用
に
は
、市
民
課
で
交
付
す
る
暗
証
番
号
を
登
録
し
た
市
民

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※
各
証
明
書
は
3
0
0
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。ま
た
、1
万
円
札
、5
千
円
札
、

　
2
千
円
札
、お
よ
び
5
円
、 

1
円
硬
貨
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
・
利
用
時
間
帯

　
市
役
所
玄
関
横 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　    

　
　
　
　
　
　 

（
休
止
日 

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

　
図
書
館 

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　  

　
　    

（
休
止
日
　
図
書
館
の
休
館
日
）

建
築
確
認
申
請
手
続
き
の一
部
を
市
で
受
け
付
け
ま
す

市
嘱
託
員
・パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

3
月
1
日
㈰
〜
7
日
㈯

7

対
象
　
市
内
在
住
で
４
月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人
（
過
去
10
年

間
に
市
の
嘱
託
員
ま
た
は
パ
ー
ト
職
員
と
し
て
3
年
以
上
勤
務
し

た
人
を
除
く
）

申
込
期
限
　
3
月
12
日
㈭
　

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
人
事
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、提
出
の
際
に
申
込
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、郵
送
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
職
種・勤
務
条
件
な
ど
は
、人
事
課
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
　
※
土
日
を
除
く

決
定
方
法
　
3
月
下
旬
に
採
用
者
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

　
4
月
1
日
か
ら
、長
崎
県（
諫
早
土
木
事
務
所
）で

行
っ
て
い
た
建
築
確
認
事
務
の一
部
を
市
で
行
い
ま
す
。

　
県
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
る
事
務
は
、「
建
築
基
準
法

第
6
条
第
1
項
第
4
号
に
該
当
す
る
木
造
2
階
建
以

下
の
専
用
住
宅
な
ど
の
小
規
模
建
築
物
お
よ
び
一
部
の

工
作
物
に
関
す
る
確
認
検
査
、道
路
位
置
の
指
定
な

ど
」で
す
。そ
の
他
の
大
規
模
な
建
築
物
等
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
、県
で
確
認
検
査
な
ど
の
事
務
を
行
い
ま

す
。

■
安
全
対
策
課（
内
線
2
1
7
）

■
情
報
政
策
課（
内
線
2
0
4
）

「
火
の
し
ま
つ
　
君
が
し
な
く
て
　
誰
が
す
る
」 （
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。も
し
、火
災
に
な
っ
た
と
き
は
、

早
期
発
見
と
早
い
通
報
、そ
し
て
初
期
消
火
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。日
頃
か
ら
、一
人
ひ
と
り
が「
火
の
用
心
」に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
3
月
1
日
（日）
午
前
8
時
に
、
消
防
演
習
召
集
の
た
め
サ
イ
レ
ン
を

30
秒
間
鳴
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
期
間
中
は
午
後
8
時
を
「
消

防
の
時
間
」
と
決
め
、
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
!

　
既
存
の
住
宅
は
、
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、
市
広
報
企
画
番
組
を
放
映
し
ま
す
。

　
市
の
子
育
て
支
援
や
地
域
の
活
動
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

番
組
名
　「
子
育
て
す
る
な
ら
大
村
で
！

　
　
　
　
〜
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
１
・
２
・
３
〜
」

1 

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

2 

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

3 

天
ぶ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

4 

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

5 

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

6 

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

7 

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

火
の
用
心
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◎
地
方
自
治
　
今
山
清
美
、寺
道
強 

　

◎
産
業
　
開
常
義

◎
社
会
福
祉
　
坂
元
威
佐
、
松
尾
忠
喜
、

　
大
道
ヒ
ロ
子
、
久
松
喜
美
子
、
山
上
よ

　
し
子

◎
教
育
文
化
　
与
那
城
敏
夫
、
松
井
道
、

　
赤
司
範
俊
、
大
道
寺
功
、
吉
田
剛
揮

◎
消
防
・
防
災
　
清
水
澄
治
、
稲
田
喜

　
男
、德
永
光
英
、高
月
康
男
、松
本
信
弘
、

　
松
﨑
修
、
山
口
純
典

◎
交
通
安
全
・
防
犯
　
中
嶋
一
美
、
山

　
口
馨
、神
近
德
、嘉
村
隆
之
、内
村
敬
一

◎
徳
行
（
寄
付
）　
荒
木
晃
、
㈲
タ
ナ
カ

　
電
装
、
㈱
ツ
ジ
デ
ン
、
大
村
市
民
生
委

　
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
、
大
村
・

　
ミ
ュ
ー
ジッ
ク
・ 

ア
カ
デ
ミ
ー 

◎
優
良
団
体
　
大
村
市
食
生
活
改
善
推

　
進
協
議
会

◎
特
別
賞
　
都
合
康
弘
、
黒
丸
踊
保
存

　
会 

、
朝
長
孝
介
、
齊
藤
英
二
、
齊
藤
孝
、

　
北
慎
一
郎
、
渡
邉
祐
樹
、
県
立
大
村
工

　
業
高
等
学
校 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 
、
尾
上

　
由
加
李
、
県
立
大
村
工
業
高
等
学
校 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部 

、
池
田
拡
輔
、
西
村
こ

　
は
る

■
定
額
給
付
金
室（
内
線
4
9
5
）

　
　
　
　
　
　
　
直
通
☎
○53 

6
0
8
7

定
額
給
付
金
室
を
設
置
し
ま
し
た

　
定
額
給
付
金
な
ど
の
給
付
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
実

施
本
部（
本
部
長
・
久
保
一
雄
副
市
長
）を
庁
内
に
発
足

す
る
と
と
も
に
、2
月
9
日
、市
役
所
別
館
1
階
に
定

額
給
付
金
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

　
2
月
10
日
に
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開

催
し
た「
市
制
施
行
67
周
年
記
念
大

村
市
表
彰
式
」で
、感
謝
状
や
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ワ
ン   

　
ツ
ー  

　
ス
リ
ー
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良
団
体
　
大
村
市
食
生
活
改
善
推

　
進
協
議
会

◎
特
別
賞
　
都
合
康
弘
、
黒
丸
踊
保
存

　
会 

、
朝
長
孝
介
、
齊
藤
英
二
、
齊
藤
孝
、

　
北
慎
一
郎
、
渡
邉
祐
樹
、
県
立
大
村
工

　
業
高
等
学
校 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

、
尾
上

　
由
加
李
、
県
立
大
村
工
業
高
等
学
校 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部 

、
池
田
拡
輔
、
西
村
こ

　
は
る

■
定
額
給
付
金
室（
内
線
4
9
5
）

　
　
　
　
　
　
　
直
通
☎
○53 

6
0
8
7

定
額
給
付
金
室
を
設
置
し
ま
し
た

　
定
額
給
付
金
な
ど
の
給
付
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
事
業
実

施
本
部（
本
部
長
・
久
保
一
雄
副
市
長
）を
庁
内
に
発
足

す
る
と
と
も
に
、2
月
9
日
、市
役
所
別
館
1
階
に
定

額
給
付
金
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

　
2
月
10
日
に
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開

催
し
た「
市
制
施
行
67
周
年
記
念
大

村
市
表
彰
式
」で
、感
謝
状
や
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ワ
ン   

　
ツ
ー  

　
ス
リ
ー
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